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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●11 月の動向 

2025 年 11 月（税抜） 2024 年 11 月（税抜）  

※全農建値 551 円/㎏（19 円高） 532 円/㎏ 

11 月は気温も大きく下がり、鍋物需要は高まったものの、3 連休が 2 回あったことなど

から 1 日当たりの出荷頭数が 7 万頭を超える日も多く、需給は安定したことにより、相場

はもちあいの展開となった。 

 
 

●輸入動向 

 
 

●12 月の動向 

12 月の出荷頭数については、前年同月をやや下回ると予測。 

 
年末の最需要期に向け、引き合いは強く、高値を維持する相場展開となる見通し。 

全農建値（税抜）予測レンジは 600 円～630 円とする。  

肉豚インフォメーション（11 月） 



 2 / 3 

ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

 

●11 月の動向 

10 月から共励会・研究会等のイベントが多いことに加えて、年末向けへの引き合いが強

く、和牛・交雑ともに上旬から強もちあいで推移した。 

●12 月の動向予測 

12 月は、年末年始向けの需要により、研究会等が入っている中旬までは和牛・交雑とも

に高値で推移することが見込まれる。中旬以降は和牛・交雑ともに軟調になるか。 

12 月相場は「強もちあい」の展開と予想。 

和牛去勢 A5 等級 2,700 円（税込み）   A4 等級 2,500 円（税込み） 

交雑去勢 B4 等級 1,750 円（税込み）   B3 等級 1,600 円（税込み） 

●輸入牛肉 

冷蔵品は、国内需要が低調な中、１１月は、前年の輸入量が低水準であったこと等か

ら、前年同月をわずかに上回ると予測する。１２月は、現地価格の高止まり等により、主

要輸入先を含むほとんどの輸入先からの輸入量の減少が見込まれる等から、前年同月をか

なり大きく下回ると予測する。なお、３カ月平均では、前年同期をわずかに下回ると予測

する。              （ALIC 牛肉の需要予測について １１月２６日）  

肉牛インフォメーション（11 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●11 月の動向 

〇牛肉 

 11 月は「いい肉の日(11/29)」に合わせ、量販店は和牛を中心とした販促キャンペーン

がみられた。近年の消費者の節約志向や価格高騰の影響もあり、高級部位よりも切り落と

しなどの安価部位でお得感を打ち出した販売が目立った。 

〇豚肉 

 気温の低下により、鍋物需要としてバラ・肩ロースを中心に動きがみられた。ウデ・モモ

などのスソ物は一時期と比べると動きが落ち着いた販売となった。 

 

●12 月の動向予測 

〇牛肉 

 お歳暮需要によりロイン系の高級部位の動きが期待されるところだが、消費者の節約傾

向が強く、肩ロースやモモといった価格を抑えた部位が主流になると予想される。ギフト以

外の一般需要については、和牛・交雑牛ともに、切り落としなどの安価なスソ物が中心にな

ると見込まれる。 

〇豚肉 

 気温のさらなる低下から、鍋物需要としてバラ・肩ロースなどスライス材の荷動きが見込

まれる。輸入豚肉については、アフリカ豚熱の影響によるスペイン産豚肉の輸入が停止した

ことで、生ハムなどの加工品の品薄・値上げが懸念される。 

 

 

●業態別概況 

表：全農いばらき食肉センター 業態別取引先実績（令和 7 年 10 月期） 単位：千円％ 

 

 

 

 

 

 

 

食肉インフォメーション（11 月） 

年度
ＪＡ

どきどき
給食 仲卸関係 食肉専門店 量販店等 飲食店 合計

令和5年度10月 28,149 7,276 28,714 18,741 11,553 5,398 99,831

令和6年度10月 27,824 6,732 37,279 19,212 9,043 6,528 106,618

令和7年度10月 27,501 8,744 37,741 18,577 8,769 5,450 106,782

増減（R6-R7） -323 2,012 462 -635 -274 -1,078 164

対比（R5-R7） 98% 120% 131% 99% 76% 101% 107%

対比（R6-R7） 99% 130% 101% 97% 97% 83% 100%


